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キーワード 内容 備考

政治と宗教

宗教を続ける原動⼒となっているのは「⾃分を認めてほしい」
⾃分が⾃分を認めていれば、「他」を頼る必要がない。
また、⾃分で⾃分を「許す」ことも⼤切。
⾃分で⾃分を「許せず」、⾃分で「⾃分を認められない」場合、
認めてもらい、許すために宗教を始め、浸かってしまう。
背景には「執着」がある。
お⾦、もの、健康などへの執着が、⾃分を信じず、他を信じる動
機になってしまう。
信じるものは「執着」が「救われ」「満たされる」。
⼈間以外の⽣き物は、群れているものもいるが、基本1匹で⽣き
ている。
地⾯と繋がっていないから、⼈は⼀⼈で⽣きられない。
グランディング・アーシングが⼤事。
結局、「⾃然からの乖離」が、宗教に依存する原因になり得る。

アショーカ王のように、時の権⼒者が、権⼒を守り、権⼒を誇⽰
するために国教を作り、利⽤するケースもある。
⼈類は、2000年経っても、変わっておらず、学んでいない。

宗教も政治も同じよ
なもの。
同じような構造を
持っている。
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トランス
ヒューマニズム

・内閣府のムーンショット計画
・映画「エディ・プレイヤー１」
・ワクチン
・コズミック・ディスクロージャー「AI感染」

⽔⾯下で進んでいる。
霊性を開花させるこ
とで、外側のテクノ
ロジーは必要ではな
くなる。

あるべき⽂明
映画「美しき緑の星」が参考になる。
組織的な宗教は存在しない。
静寂を好む。

圧政、不平等、差別、
独占、飢餓

リリカスの科学
1+1=2になるような現代の科学ではなく、引き寄せなどを説明で
きるスピリチュアルを内包した科学。

現代の科学は格差や
コントロールのため
に⽤いられている。

地域 「よりより社会」について⾝内や地域で議論し、発信する取り組
みが少ない。

憲法改正

9条以外に、宗教団体による政治的権⼒の⾏使が可能になる、憲
法が国家権⼒ではなく国⺠を縛る鎖になる旨の改憲案が⽰されて
いる。「結婚」についての権利の変化も。
【参考】https://kaikensouan.com/



政治家の事務所

選挙活動にはお⾦が必要。
しかし、上限がある。

議会へ

資⾦⼒豊富かつ
世の中をコント
ロールしたい動機
を持つ⼈

隠せない

宗教法⼈

寄付
(⾮課税)⾐⾷住やお⾦を出

して動員

⽀援

この構図でいくと、「教義」は単なるダミーで良い。 (C) 2022 WMSGJ, Mah
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